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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ボックス構造の躯体からなる自動車道路構造物（１）のコンクリート製の底版（２）上

に敷設する側溝（６）及び側溝（６）に接続の排水枡（４）からなる路面排水施設におい

て、コンクリート製の左右の側壁版（６ａ）と該側壁版（６ａ）の下端間に一体化された

コンクリート製の底版（６ｂ）と該側壁版（６ａ）の上端で左右の側壁版（６ａ）に両持

ち状に支持されかつ路面排水を受け入れる開口隙間（６ｄ）を有するコンクリート製の蓋

版（６ｃ）とから側溝（６）を形成し、コンクリート製の側壁版（４ａ）と該側壁版（４

ａ）の下端に一体化された防錆処理を施した金属板（４ｃ）からなる底版（４ｂ）と上記

の側溝（６）のコンクリート製の蓋版（６ｃ）と同一厚さを有するコンクリート製の蓋版

（４ｈ）とから排水枡（４）を形成したことを特徴とするボックス構造の躯体からなる自

動車道路構造物（１）における路面排水施設。

【請求項２】

　上記の側溝（６）の左右の側壁版（６ａ）に両持ち状に支持されかつ路面排水を受け入

れる開口隙間（６ｄ）を有するコンクリート製の蓋版（３ｃ）は、両持ち状に一体化され

た蓋版（３ｃ）に該開口隙間（６ｄ）を蓋版（６ｃ）の長手方向に間欠的に配設して有す

ることを特徴とする請求項１に記載のボックス構造の躯体からなる自動車道路構造物（１

）における路面排水施設。

【請求項３】

　上記の側溝（３）の左右の側壁版（６ａ）に両持ち状に支持されかつ路面排水を受け入
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れ る 開 口 隙 間 （ ６ ｄ ） を 有 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 蓋 版 （ ６ ｃ ） は 、 該 開 口 隙 間 （ ６ ｄ ） を

蓋 版 （ ６ ｃ ） の 長 手 方 向 に 全 長 に わ た り 配 設 し 、 蓋 版 （ ６ ｃ ） の 長 手 方 向 に 間 欠 的 に 離 間

し て 短 手 方 向 の 鉄 筋 （ ６ ｆ ） を 配 置 し て 開 口 隙 間 （ ６ ｄ ） を 該 鉄 筋 （ ６ ｆ ） に よ り 両 持 ち

状 に 一 体 化 し て 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自

動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お け る 路 面 排 水 施 設 。

【 請 求 項 ４ 】

　 上 記 の 排 水 枡 （ ４ ） の 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 （

４ ｃ ） か ら な る 底 版 （ ４ ｂ ） は 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 （ ４ ｃ ） か ら 形 成 の 上 面 開 放 箱 体

（ ４ ｉ ） の 側 板 （ ４ ｊ ） を コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 （ ４ ） の 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 挿 着

係 合 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ボ ッ ク ス

構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お け る 路 面 排 水 施 設 。

【 請 求 項 ５ 】

　 上 記 の 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 （ ４ ｃ ） は 表 面 が 該 金 属 板 （ ４ ｃ ） の 金 属 よ り も 卑 な 金

属 の 浸 漬 メ ッ キ 層 ま た は 溶 射 層 か ら な る 金 属 被 覆 層 （ ４ ｄ ） で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お け る 路

面 排 水 施 設 。

【 請 求 項 ６ 】

　 上 記 の 金 属 被 覆 層 （ ４ ｄ ） は さ ら に そ の 上 に 塗 料 コ ー テ ィ ン グ 層 （ ４ ｅ ） を 有 す る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お

け る 路 面 排 水 施 設 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 記 の 排 水 枡 （ ４ ） の 底 版 （ ４ ｂ ） は 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防 錆 処 理 を

施 し た 金 属 板 （ ４ ｃ ） に 代 え て 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板

（ ４ ｆ ） か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ボ ッ

ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お け る 路 面 排 水 施 設 。

【 請 求 項 ８ 】

　 上 記 の 排 水 枡 （ ４ ） の 底 版 （ ４ ｂ ） は 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防 錆 処 理 を

施 し た 金 属 板 （ ４ ｃ ） に 代 え て 側 壁 版 （ ４ ａ ） の 下 端 に 一 体 化 さ れ た イ ン バ ー ト コ ン ク リ

ー ト 層 （ ４ ｇ ） か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載

の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 （ １ ） に お け る 路 面 排 水 施 設 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 開 削 工 法 で 構 築 の 上 部 開 放 型 あ る い は ト ン ネ ル 型 の 躯 体 か ら な る 地 下 構 築

物 で あ る ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 に お い て 、 躯 体 の 地 下 構 造 物 の 底 版 の 厚 さ を 変

え る こ と な く 、 底 版 の 高 さ 位 置 を 高 め て ボ ッ ク ス 構 造 の 道 路 構 造 物 の 施 工 に 要 す る コ ン ク

リ ー ト 使 用 量 を 削 減 す る 技 術 に 関 し 、 特 に 躯 体 の 地 下 構 造 物 の 底 版 の 高 さ 位 置 を 制 約 す る

路 面 の 側 壁 の 側 に 敷 設 す る 路 面 排 水 用 の プ レ キ ャ ス ト 側 溝 並 び に プ レ キ ャ ス ト 排 水 枡 の 構

造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 高 速 道 路 な ど の 自 動 車 道 路 に お い て 、 一 部 の 区 間 は 上 部 開 放 型 あ る い は ト ン ネ ル 型 の 地

下 構 造 の 自 動 車 道 路 か ら 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 地 下 構 造 の 自 動 車 道 路 の う ち 、 ボ ッ ク

ス 構 造 の 道 路 構 造 物 か ら な る 地 下 構 造 の 自 動 車 道 路 は 通 常 は 開 削 工 法 で 構 築 さ れ て い る 。

す な わ ち 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 開 削 工 法 で 構 築 さ れ た 道 路 地 盤 の 上 に 底 版 ２ を

有 す る コ ン ク リ ー ト 製 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ が 敷 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ れ ら の コ ン ク リ ー ト 製 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ は 日 本 道 路 公 団 の 施 工 管

理 要 領 な ど で 規 定 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 施 工 管 理 要 領 で は 、

コ ン ク リ ー ト 製 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 上 に 、 図 １ ２ の （ ｂ ） に
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示 す と お り 、 縦 壁 ７ か ら 保 護 路 肩 ８ の 幅 ７ ５ ０ ｍ ｍ を 確 保 し た 中 央 よ り 位 置 に 排 水 溝 の 側

溝 ６ を 配 置 す る も の と し 、 底 版 ２ の 上 に 設 け た 舗 装 ５ の 上 に さ ら に 路 面 排 水 の 浸 透 性 を 有

す る 高 機 能 舗 装 面 １ ０ を 設 け 、 こ の 高 機 能 舗 装 面 １ ０ の 上 面 か ら 側 溝 ６ の 上 面 を 通 る 延 長

線 を 引 き 、 こ の 延 長 線 と 道 路 構 造 物 １ の 縦 壁 ７ と の 交 点 の 高 さ に 縁 石 の 高 さ 分 で あ る ２ ５

０ ｍ ｍ を 加 算 し た 高 さ 位 置 に ハ ン チ で あ る 保 護 路 肩 ８ を 設 け て い る 。 な お 、 こ の 側 溝 ６ と

自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 縦 壁 ７ と の 間 の ハ ン チ で あ る 保 護 路 肩 ８ の 幅 ７ ５ ０ ｍ ｍ の 上 面 は 事

故 時 な ど に 人 が 通 行 す る 避 難 路 面 と な る 歩 道 ９ と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に つ い て の 上 記 の 規 定 に し た が う と 、 そ

の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 排 水 空 間 に お け る 特 殊 プ レ キ ャ ス ト の 排 水 断 面 積 以 上 の 大 き さ の

蓋 付 き の コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 溝 か ら な る 側 溝 ６ を 配 置 す る こ と が で き な い こ と が 想 定 さ

れ る 。 そ こ で 、 こ の 場 合 は ハ ン チ で あ る 保 護 路 肩 ８ の 設 置 位 置 を 下 げ て 対 応 す る も の と し

て い る 。 な お 、 こ れ ら に お い て 、 こ の 側 溝 ６ に 接 続 し て 配 置 す る 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ の 底

面 と 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 上 面 と の 間 の 施 工 余 裕 は ２ ５ ｍ ｍ と 規 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 図 １ ２ ま た は 図 １ ３ に 示 す よ う な コ ン ク リ ー ト 製 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路

構 造 物 １ に お い て 、 底 版 ２ の 厚 さ を 変 更 す る こ と な く 、 そ の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２

の 表 面 高 さ ３ の 位 置 を 地 上 面 側 に 上 方 に 持 ち 上 げ る こ と が で き れ ば 、 建 設 工 事 に お け る 掘

削 し た 土 盤 側 壁 を 土 留 め す る た め の 仮 設 構 造 物 の 高 さ を 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 結 果 、

こ の 仮 設 構 造 物 の 高 さ の 削 減 に よ る 合 理 化 が 図 ら れ る 。 さ ら に こ れ に 伴 う 掘 削 量 の 減 少 が

可 能 と な り 、 ま た さ ら に 、 本 体 で あ る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 縦 壁 ７ の 高 さ を 減 少 す る こ と

が 可 能 と な る 結 果 、 そ の 縦 壁 ７ に 打 設 す る コ ン ク リ ー ト の 大 幅 な 削 減 が 図 ら れ る こ と と な

る 。 特 に 縦 壁 ７ は 厚 み が あ る の で そ の 削 減 量 は 膨 大 な も の と な る 。 こ れ ら の 減 少 に よ り 総

合 的 な 工 事 事 業 費 の 削 減 に 大 い に 寄 与 す る こ と と な る 経 済 効 果 は 計 り 知 れ な い も の が あ る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ で 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 上 面 と 排 水 枡 ４ の 底 版 ４

ｂ の 底 面 と の 間 の 施 工 余 裕 の 大 き さ は 、 上 記 し た よ う に 一 定 の ２ ５ ｍ ｍ に 保 た れ る よ う に

規 定 さ れ て い る の で 、 こ の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 表 面 高 さ ３ は 、

排 水 枡 高 さ Ｈ に よ り 規 定 さ れ る こ と と な る 。 し た が っ て 、 こ の 排 水 枡 高 さ Ｈ を 小 さ く す る

こ と が で き る な ら 、 ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 表 面 高 さ ３ の 位 置 を そ

の 小 さ く し た 分 だ け 地 上 面 側 に 持 ち 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 と こ ろ で 、 図 １ １ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 排 水 枡 高 さ Ｈ は 側 溝 ６ の 側 溝 上 面 壁 厚 さ Ｈ ０

に 排 水 部 縦 断 面 高 さ Ｈ １ と 排 水 枡 ４ 内 の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ と 排 水 枡 底 版 厚 さ Ｈ ３ を 加 え た

も の で あ る 。 な お 、 排 水 枡 ４ の 排 水 枡 上 壁 版 厚 さ は 側 溝 上 面 壁 厚 さ Ｈ ０ と 同 じ で あ り 、 図

面 で は 排 水 枡 上 壁 版 厚 さ も Ｈ ０ で 示 す 。 そ こ で 、 こ の 排 水 枡 高 さ Ｈ を 規 定 す る 要 因 の 、 側

溝 ６ の 側 溝 上 面 壁 厚 さ Ｈ ０ 、 排 水 部 縦 断 面 高 さ Ｈ １ 、 排 水 枡 ４ の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ 、 排 水

枡 底 版 厚 さ Ｈ ３ に つ い て 考 察 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 先 ず 、 側 溝 ６ の 側 溝 上 面 壁 厚 さ Ｈ ０ に 排 水 部 縦 断 面 高 さ Ｈ １ を 加 え た 高 さ は 、 基 本 的 に

は 本 線 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 排 水 量 に 付 随 し て 定 ま る も の で あ り 、 排 水 部 縦 断 面 高 さ Ｈ

１ は 規 定 量 の 排 水 を 通 す も の で あ る か ら 変 更 す る こ と は で き な い も の で あ る 。 一 方 、 排 水

枡 ４ の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ は 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 維 持 管 理 の 必 要 性 か ら 決 定 さ れ る も の で

あ り 、 こ の 排 水 枡 ４ 内 の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ は １ ５ ０ ｍ ｍ と 維 持 管 理 の 上 か ら 一 定 の 値 に 規

定 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 側 溝 ６ の 排 水 部 縦 断 面 高 さ Ｈ １ を 制 約 す る 自 動 車 道 路 構 造 物

１ の 路 面 か ら 天 井 位 置 ま で の 高 さ お よ び 排 水 枡 ４ の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ は 、 自 動 車 道 路 構 造

物 １ の 縦 断 面 高 さ に 付 随 す る 一 定 の 排 水 条 件 を 満 た す も の と し て 規 定 さ れ て い る の で 、 こ

れ ら を 勝 手 に 変 更 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 こ れ ら の 日 本 道 路 公 団 の 施 工 管 理 要 領 に お け る 規 定 で は 、 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 内 空 高

と し て 、 （ １ ） ～ （ ５ ） ま で の ５ 項 目 が 定 め ら れ て い る 。 そ の う ち 、 （ １ ） 自 動 車 道 路 構

造 物 １ の 底 版 ２ 上 の 側 溝 ６ の 底 版 ６ ｂ の 表 面 の 高 さ は 、 図 １ １ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 側

溝 ６ の 底 版 ６ ｂ の 表 面 か ら 下 側 に 、 排 水 枡 ４ の 泥 だ め 部 高 さ Ｈ ２ （ １ ５ ０ ｍ ｍ ） ＋ 排 水 枡

底 版 厚 さ Ｈ ３ （ １ ５ ０ ｍ ｍ ） ＋ 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ 上 の 施 工 余 裕 （ ２ ５ ｍ ｍ ） ＝

３ ２ ５ ｍ ｍ を 確 保 し た 高 さ と す る も の と 解 説 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） に 規 定 さ れ

て い る 。 そ の 解 説 に よ る と 、 図 １ ２ の （ ａ ） で 示 す 地 下 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版

２ 上 の 舗 装 ５ の 上 面 部 の 高 機 能 舗 装 面 １ ０ の 高 さ は 、 低 い 側 の 側 溝 ６ の 底 版 高 さ と し て 底

版 ６ ｂ の 表 面 か ら 下 方 に 、 図 １ １ の （ ｃ ） に お い て 上 記 の ３ ２ ５ ｍ ｍ を 確 保 し 、 さ ら に こ

の 確 保 し た ３ ２ ５ ｍ ｍ の 大 き さ に 側 溝 ６ の 排 水 部 縦 断 高 さ Ｈ １ を 加 え た 高 さ で あ る 。 な お

、 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ と そ の 側 壁 で あ る 縦 壁 ７ 際 の ハ ン チ で あ る 避 難 路 面 の 保 護

路 肩 ８ と の 関 係 か ら 、 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 厚 さ は 、 コ ン ト ロ ー ル し な い も の と

す る 、 と 規 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 道 路 公 団 の 施 工 管 理 要 領 （ ２ ． ７ ． ５ 　 内 空 高 ）

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 側 壁 で あ る 縦 壁 近 傍 に 排 水 溝 を 有 す る ボ ッ

ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 に お い て 、 そ の 自 動 車 道 路 構 造 物 の 底 版 の 厚 さ 及 び そ の 底 版

上 の 道 路 空 間 の 高 さ を 変 更 す る こ と な く 、 こ の 底 版 の 上 面 の 高 さ 位 置 を 地 上 側 に 持 ち 上 げ

た 構 造 と す る 側 溝 お よ び 排 水 枡 の 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 排 水 枡 ４ は 現 場 打 ち 若 し く は プ レ キ ャ ス ト 製 に 関 係 な く 、 通 常 は コ ン ク リ ー ト か ら 形 成

さ れ て い る 。 こ の コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ は １ ０ ～ ２ ０ ｃ ｍ の 厚 さ の コ ン ク

リ ー ト か ら 造 ら れ て い る 。 発 明 者 ら は 、 こ の 排 水 枡 ４ の 処 理 能 力 を 変 更 す る こ と な く 排 水

枡 ４ の 設 置 高 さ を 低 く す る こ と が で き れ ば 、 上 記 の 課 題 が 達 成 で き る の で 、 こ の 排 水 枡 ４

の 設 置 高 さ を 低 く す る 手 段 を 開 発 し た 。 さ ら に 、 路 面 の 排 水 溝 で あ る コ ン ク リ ー ト 製 の 側

溝 ６ の 蓋 版 ６ ｃ は １ ０ ～ １ ５ ｃ ｍ の 厚 さ の コ ン ク リ ー ト か ら 造 ら れ 、 か つ 、 両 側 の 側 壁 版

６ ａ か ら そ れ ぞ れ 片 持 ち 状 に 中 央 に 張 り 出 し 、 中 央 部 に 長 手 方 向 の 開 口 隙 間 ６ ｄ を 有 す る

が 、 こ の 蓋 版 ６ ｃ の 厚 さ を 蓋 版 ６ ｃ の 強 度 を 低 下 す る こ と な く 薄 く す る こ と が で き れ ば 、

そ の 分 だ け 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 部 の 縦 壁 ７ の 高 さ が 低 く で き 、 か つ 、 底 版 ２ の 高 さ を

持 ち 上 げ る こ と が で き る の で 、 側 溝 ６ の 蓋 版 ６ ｃ の 厚 さ を 薄 く す る 手 段 を 開 発 し た も の で

あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 す な わ ち 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 ボ ッ ク

ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ２ 上 に 敷 設 す る 路 面 の

排 水 溝 で あ る 側 溝 ６ 及 び 側 溝 ６ に 接 続 の 排 水 枡 ４ か ら な る 路 面 排 水 施 設 に お い て 、 コ ン ク

リ ー ト 製 の 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ と 該 側 壁 版 ６ ａ の 下 端 間 に 一 体 化 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の 底

版 ６ ｂ と 該 側 壁 版 ６ ａ の 上 端 で 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 両 持 ち 状 に 支 持 さ れ か つ 路 面 排 水 を 受

け 入 れ る 開 口 隙 間 ６ ｄ を 有 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 蓋 版 ６ ｃ と か ら 側 溝 ６ を 形 成 し 、 コ ン ク

リ ー ト 製 の 側 壁 版 ４ ａ と 該 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ

か ら な る 底 版 ４ ｂ と 上 記 の 側 溝 ６ の コ ン ク リ ー ト 製 の 蓋 版 ６ ｃ と 同 一 厚 さ を 有 す る コ ン ク

リ ー ト 製 の 蓋 版 ４ ｈ と か ら 排 水 枡 ４ を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら

な る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に お け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 上 記 の 側 溝 ６ の 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 両 持 ち 状 に 支 持 さ れ か つ 路 面

排 水 を 受 け 入 れ る 開 口 隙 間 ６ ｄ を 有 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 蓋 版 ３ ｃ は 、 両 持 ち 状 に 一 体 化

さ れ た 蓋 版 ３ ｃ に 該 開 口 隙 間 ６ ｄ を 蓋 版 ６ ｃ の 長 手 方 向 に 間 欠 的 に 配 設 し て 有 す る こ と を
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特 徴 と す る 請 求 項 １ の 手 段 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に お け る 路

面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 上 記 の 側 溝 ３ の 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 両 持 ち 状 に 支 持 さ れ か つ 路 面

排 水 を 受 け 入 れ る 開 口 隙 間 ６ ｄ を 有 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 蓋 版 ６ ｃ は 、 該 開 口 隙 間 ６ ｄ を

蓋 版 ６ ｃ の 長 手 方 向 に 全 長 に わ た り 配 設 し 、 蓋 版 ６ ｃ の 長 手 方 向 に 間 欠 的 に 離 間 し て 短 手

方 向 の 鉄 筋 ６ ｆ を 配 置 し て 開 口 隙 間 ６ ｄ を 該 鉄 筋 ６ ｆ に よ り 両 持 ち 状 に 一 体 化 し て 有 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 手 段 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に お

け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 上 記 の 排 水 枡 ４ の 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防 錆 処 理 を 施

し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 底 版 ４ ｂ は 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら 形 成 の 上 面 開 放 箱 体

４ ｉ の 側 板 ４ ｊ を コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ の 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 挿 着 係 合 し て 形 成 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 の 手 段 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な

る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に お け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 上 記 の 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ は 表 面 が 該 金 属 板 ４ ｃ の 金 属

よ り も 卑 な 金 属 の 浸 漬 メ ッ キ 層 ま た は 溶 射 層 か ら な る 金 属 被 覆 層 ４ ｄ で 形 成 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ の 手 段 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ に お け

る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の 場 合 、 た と え ば 好 適 な 素 材 と し て 金 属 板 ４ ｃ を 鋼 材 と す る と き 、 金 属 被 覆 層 ４ ｄ と

し て は 鋼 材 よ り も 卑 な 金 属 で あ る 亜 鉛 層 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 上 記 の 金 属 被 覆 層 ４ ｄ は さ ら に そ の 上 に 塗 料 コ ー テ ィ ン グ 層 ４ ｅ

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ の 手 段 の ボ ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造

物 １ に お け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 ７ の 発 明 で は 、 上 記 の 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ は 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防

錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ に 代 え て 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板

４ ｆ か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ボ ッ ク ス

構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 に お け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ８ の 発 明 で は 、 上 記 の 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ は 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た 防

錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ に 代 え て 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 に 一 体 化 さ れ た イ ン バ ー ト コ ン ク リ

ー ト 層 ４ ｇ か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ボ

ッ ク ス 構 造 の 躯 体 か ら な る 自 動 車 道 路 構 造 物 に お け る 路 面 排 水 施 設 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の 場 合 、 底 版 ４ ｂ を 金 属 板 ４ ｃ に 代 え て 現 場 打 ち の イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 ４ ｇ と

し た の で 、 プ レ キ ャ ス ト の コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ に 比 し て 薄 く 形 成 さ れ て

い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 は 、 地 下 に 設 置 さ れ る ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 に お い て 、 路 面 の 側 部 に

敷 設 の 路 面 排 水 溝 で あ る 側 溝 の 蓋 版 を 両 持 ち と し 、 か つ 、 荷 重 に 耐 え る も の と す る こ と に

よ り 従 来 の 蓋 版 よ り も 薄 く す る こ と で 自 動 車 道 路 構 造 物 の 地 下 構 造 の 底 版 の 高 さ を 高 め 、

こ の こ と に よ り 自 動 車 道 路 構 造 物 の 側 壁 で あ る 縦 壁 の 高 さ を 低 く す る こ と が で き 、 さ ら に

、 側 溝 に 敷 設 す る 排 水 枡 の 底 版 を コ ン ク リ ー ト 製 に 替 え て 金 属 板 製 と す る こ と あ る い は イ

ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 と す る こ と に よ り 排 水 枡 の 底 版 の 厚 さ を 極 め て 薄 く し 、 こ の こ と

に よ り 排 水 枡 の 底 版 の 裏 面 位 置 で 規 定 さ れ る ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 自 体 の 底 版
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の 高 さ 位 置 を 上 方 に 位 置 さ せ る こ と で 、 自 動 車 道 路 構 造 物 の 側 壁 の 縦 壁 の 高 さ を 低 く す る

こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 土 留 め な ど の 仮 設 構 造 物 の 高 さ を 削 減 し て 低 く で き る の で 掘 削

量 の 減 少 を 図 る こ と が で き 、 さ ら に 自 動 車 道 路 構 造 物 の 側 壁 の 縦 壁 の コ ン ク リ ー ト の 使 用

量 を 削 減 す る こ と が で き 、 さ ら に 金 属 板 製 の 底 版 の 取 り 付 け を コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 の 底

面 か ら 挿 着 す る 構 造 と し て い る の で 、 排 水 枡 か ら 水 漏 れ し に く く 、 か つ 、 金 属 板 は 浸 漬 メ

ッ キ や 溶 射 に よ り 防 錆 処 理 を 施 し た 素 材 と し て い る の で 、 コ ス ト を 高 め る こ と な く 耐 久 性

を 維 持 す る こ と が で き 、 さ ら に 防 錆 処 理 を 施 し た 素 材 の 上 に 塗 装 を 施 し た も の と し た こ と

で 、 一 層 に 耐 久 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る な ど 、 本 発 明 は 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ

る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 路

面 排 水 施 設 を 有 す る ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 側 溝 と

排 水 枡 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 蓋 版 に 間 欠 的 な 開 口 隙 間 と 連 続 部 を 有

す る 側 溝 と イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 か ら な る 路 面 排 水 施 設 で 、 （

ａ ） は 一 部 を 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 図 ４ は 蓋 版 に 連 続 的 な 開 口 隙 間 と 鉄 筋 を

有 す る 側 溝 と 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 か ら な る 路 面 排 水 施 設 で 、 （ ａ ） は 一 部 を 斜 視

図 で 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 図 ５ は 本 発 明 の 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 ４ を 設 置 し た

ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 一 部 の 縦 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ は 本 発 明 の 金 属

板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 ４ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 本 発 明 の 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水

枡 ４ の 実 施 の 形 態 で 、 （ ａ ） は 金 属 板 ４ ｃ 製 の 上 面 解 放 箱 体 １ １ の 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は コ

ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ の 側 壁 版 ４ ａ と 上 面 解 放 箱 体 １ １ の 接 合 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る

。 図 ８ は 本 発 明 に お け る 他 の 実 施 の 形 態 で 、 （ ａ ） は 排 水 枡 ４ の 金 属 板 ４ ｃ 製 の 上 面 解 放

箱 体 １ １ の 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ の 側 壁 版 ４ ａ と の 接 合 状 態 を 示

す 断 面 図 で あ る 。 図 ９ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 で 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 の 側

壁 版 下 端 に ね じ ボ ル ト で 接 合 し た 薄 板 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 防 錆 処 理 を 施 し た 金

属 板 ４ ｃ を 示 す 模 式 的 断 面 図 で 、 （ ａ ） は 金 属 板 ４ ｃ の 両 面 に 金 属 被 覆 層 ４ ｄ を 形 成 し た

も の 、 （ ｂ ） は 金 属 被 覆 層 ４ ｄ に さ ら に 塗 装 コ ー テ ィ ン グ 層 ４ ｅ を 形 成 し た も の で あ る 。

図 １ １ は 従 来 の タ イ プ の 側 溝 ６ と 排 水 枡 ４ お よ び そ の 接 合 位 置 関 係 を 説 明 す る 縦 断 面 図 で

、 （ ａ ） は 側 溝 ６ 、 （ ｂ ） は 排 水 枡 ４ 、 （ ｃ ） は 排 水 枡 ４ と 側 溝 ６ の 接 合 位 置 関 係 を 示 す

縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ２ は 管 理 要 領 の 基 準 に 基 づ く 排 水 枡 ４ を 設 置 し た ボ ッ ク ス 構 造 の 自

動 車 道 路 構 造 物 １ の 一 部 の 縦 断 面 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 底 版 ２ の 高 さ を コ ン ト ロ ー ル し な

い も の で 、 （ ｂ ） は 保 護 路 肩 ８ の 側 部 に 側 溝 ６ を 形 成 し た も の で あ る 。 図 １ ３ は 従 来 の ボ

ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 断 面 図 で 、 路 面 排 水 施 設 を 斜 視 図 で 示 す 。 図 １ ４ は 従

来 の 排 水 枡 ４ を 設 置 し た ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 一 部 の 排 水 設 備 の 縦 断 面 を

示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 排 水 枡 ４ は 側 壁 版 ４ ａ を 有

し 、 さ ら に 、 こ の 排 水 枡 ４ の コ ン ク リ ー ト 製 地 下 を 開 削 し て 形 成 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車

道 路 構 造 物 １ は 、 そ の 側 壁 で あ る 縦 壁 ７ 際 に ハ ン チ で あ る 保 護 路 肩 ８ を 有 し 、 こ の 保 護 路

肩 ８ に 沿 っ て そ の 路 面 側 寄 り の 道 路 全 長 に わ た り 、 図 ２ ま た は 図 １ １ に 見 ら れ る よ う に 、

コ ン ク リ ー ト 製 の 側 溝 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 側 溝 ６ の 途 中 に 適 宜 の 間 隔 を あ け て コ ン

ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ が 側 溝 ６ に 連 設 し て 敷 設 さ れ て い る 。 本 発 明 は こ の コ ン ク リ ー ト 製

の 排 水 枡 ４ に 関 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 排 水 枡 ４ は 側 壁 版 ４ ａ を 有 し 、 さ ら に こ の 排 水 枡

４ の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ に 、 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ を 一 体 化 し て 取 り 付 け て 排 水 枡 ４ の

底 版 ４ ｂ に 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 場 合 、 こ の 底 版 ４ ｂ は 防 錆 処 理 を 施 し た 厚 さ 略 １ ～

３ ｍ ｍ の 金 属 板 ４ ｃ で あ る の で 、 底 版 ４ ｂ で あ る 金 属 底 版 １ １ ｃ の 排 水 枡 底 版 厚 さ Ｈ ３ は

略 １ ～ ３ ｍ ｍ で あ る 。 こ の た め 、 図 １ ３ ま た は 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 従 来 の 排 水 枡 ４ の コ

ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ４ ｂ の 排 水 枡 底 版 厚 さ Ｈ ３ の １ ５ ０ ｍ ｍ に 比 し 、 本 発 明 の 排 水 枡 ４ の

金 属 底 版 １ １ ｃ の 厚 さ は 図 ６ に Ｈ ３ と し て 示 す よ う に １ ～ ３ ｍ ｍ と 極 め て 薄 い 。 し た が っ
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て 、 排 水 枡 ４ の 処 理 能 力 は 従 来 の 排 水 枡 ４ の 処 理 能 力 と 同 じ と し な が ら 、 本 発 明 の 排 水 枡

４ で は 、 そ の 排 水 枡 高 さ Ｈ を 略 １ ４ ８ ～ １ ４ ９ ｍ ｍ す な わ ち コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ４ ｂ の

厚 さ の １ ５ ０ ｍ ｍ か ら 排 水 枡 底 版 厚 さ Ｈ ３ は 略 １ ～ ３ ｍ ｍ だ け 減 少 し た 略 １ ４ ７ ～ １ ４ ９

ｍ ｍ に 低 く す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 壁 ７ の 高 さ を そ の 分 の

略 １ ４ ７ ～ １ ４ ９ ｍ ｍ だ け 低 く で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 さ ら に 、 他 の 実 施 の 形 態 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ を イ ン バ ー ト コ ン

ク リ ー ト 層 ４ ｇ と す る こ と で 、 底 版 ４ ｂ に 比 し て 厚 さ を 従 来 の １ ５ ０ ｍ ｍ か ら ２ ５ ｍ ｍ 程

度 に 薄 く し た も の で あ る 。 こ の 場 合 、 排 水 枡 ４ は 底 版 ４ ｂ を 有 し な い 形 状 の プ レ キ ャ ス ト

コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 ４ と し 、 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 底 版 ２ の 所 定 の 位 置 に 設 置 す る 際

に 現 場 打 ち で イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 ４ ｇ の 底 版 ４ ｂ に 形 成 す る も の で あ る 。 こ の よ う

に 現 場 打 ち で 形 成 す る こ と で そ の 厚 さ を 上 記 の ２ ５ ｍ ｍ 程 度 と 従 来 に 比 し て 薄 く す る こ と

が で き る 。 し た が っ て 、 の イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 ４ ｇ を 有 す る 排 水 枡 ４ と す る こ と で

、 従 来 の コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ４ ｂ の 厚 さ の １ ５ ０ ｍ ｍ に 比 し て 底 版 の 厚 さ は １ ２ ５ ｍ ｍ

も 薄 く で き る 。 こ の 結 果 、 ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 壁 ７ の 高 さ を そ の 分 の

略 １ ２ ５ ｍ ｍ だ け 低 く で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ れ ら の 低 く で き る 分 を 、 例 え ば 金 属 版 １ １ ｃ を 用 い た 場 合 を 図 ５ に お い て α で 示 す 。

と こ ろ で ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 壁 ７ の 厚 さ は １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 あ り 、 か

つ 、 側 壁 ７ の 長 さ は ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 道 路 全 長 に 及 ぶ の で 、 側 壁 ７ に

使 用 さ れ る コ ン ク リ ー ト 量 は 大 幅 に 削 減 で き る こ と と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ ま た は 図 ４ に 示 す よ う に 、 側 壁 ６ の 蓋 版 ６ ｃ の

厚 さ を 、 図 １ ２ に 示 す 従 来 の 側 溝 ６ の 片 持 ち 状 の 蓋 版 ６ ｃ の 厚 さ よ り も 、 薄 く す る も の で

あ る 。 従 来 の 蓋 版 ６ ｃ は 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 片 持 ち 状 で 開 口 隙 間 ６ ｄ ま で 形 成 さ れ て い た

が 、 上 方 か ら の 荷 重 に 耐 え 得 る 必 要 が あ る の で 、 そ の 厚 み は １ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ っ た 。 こ

れ に 対 し 、 図 ３ に 示 す 場 合 で は 、 本 発 明 に お け る 蓋 版 ６ ｃ は 、 従 来 の 蓋 版 ６ ｃ の 片 側 の 側

壁 版 で 支 持 さ れ る 片 持 ち 状 の も の と 異 な り 、 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ 、 ６ ａ に 両 持 ち 状 で 支 持 可

能 と し 、 さ ら に 、 図 ３ に 示 す も の で は 、 両 持 ち 状 に 一 体 化 し た 蓋 版 ６ ｃ に 開 口 隙 間 ６ ｄ を

蓋 版 ６ ｃ の 長 手 方 向 に 間 欠 的 に 配 設 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 蓋 版 ６ ｃ に 両 持 ち 状 の 部

分 を 形 成 し て 蓋 版 ６ ｃ の 上 方 か ら の 荷 重 に 耐 え 得 る も の と す る こ と で 、 蓋 版 の 厚 さ を ８ ０

～ １ ０ ０ ｍ ｍ と し て 、 従 来 の 蓋 板 ６ ｃ の 厚 さ の 約 １ ／ ２ ～ ２ ／ ３ と し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 他 の 実 施 の 形 態 と し て 、 図 ４ に 示 す 場 合 で は 、 上 記 と 同 様 に 、 蓋 版 ６ ｃ は 側 溝

６ の 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 両 持 ち 状 に 支 持 さ れ る も の で あ る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、 蓋 版 ６

ｃ の 開 口 隙 間 ６ ｄ を 蓋 版 ６ ｃ の 長 手 方 向 に 全 長 に わ た っ て 形 成 し て い る 。 し か も 蓋 版 ６ ｃ

の 長 手 方 向 に 間 欠 的 に 互 い に 離 間 し て 、 例 え ば ２ ０ ｃ ｍ 毎 に 、 短 手 方 向 の 鉄 筋 ６ ｆ の 複 数

本 を 内 在 さ せ て 配 置 し て 開 口 隙 間 ６ ｄ を こ れ ら の 鉄 筋 ６ ｆ に よ り 左 右 の 側 壁 版 ６ ａ に 両 持

ち 状 に 一 体 化 す る 。 こ の よ う に 蓋 版 ６ ｃ を 両 持 ち と し か つ 鉄 筋 ６ ｆ に よ り 補 強 し た の で 、

蓋 版 ６ ｃ の 上 方 か ら の 荷 重 に 耐 え 得 る も の と す る こ と が で き 、 上 記 と 同 様 に 、 蓋 版 の 厚 さ

を ８ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ と し て 、 従 来 の 蓋 板 ６ ｃ の 厚 さ の 約 １ ／ ２ ～ ２ ／ ３ と し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 の 二 つ の 実 施 の 形 態 の よ う に 、 従 来 の 蓋 板 ６ ｃ の 厚 さ の 約 １ ／ ２ ～ ２ ／ ３ と し 、 そ

の 厚 み を 従 来 の 蓋 版 よ り も ５ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ は 薄 く な っ て い る 。 こ の 結 果 、 ボ ッ ク ス 構 造 の

自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 壁 ７ の 高 さ を 、 上 記 の 図 ５ に 示 す α に 加 え て 蓋 板 ６ ｃ の 厚 さ 分 の

略 ５ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ だ け 低 く で き る こ と と な る 。 し た が っ て 、 上 記 し た よ う に 、 ボ ッ ク ス 構

造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 側 壁 ７ の 厚 さ は １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 あ り 、 か つ 、 側 壁 ７ の 長 さ は

ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 道 路 全 長 に 及 ぶ の で 、 側 壁 ７ に 使 用 さ れ る コ ン ク リ

ー ト 量 は 上 記 の α 分 に 加 え て さ ら に 大 幅 に 削 減 で き る こ と と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

10

20

30

40

50



(8) JP  4112553  B2  2008.7.2

　 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 の 排 水 枡 ４ の コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ

に 対 す る 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 底 版 ４ ｂ の 一 体 化 に 関 し 、 さ ら に そ の 一 実

施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 図 ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板

４ ｃ か ら 上 面 開 放 箱 体 １ １ を 形 成 す る 。 こ の 上 面 開 放 箱 体 １ １ は 金 属 側 版 １ １ ａ か ら な る

箱 枠 体 １ １ ｂ と 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 金 属 底 版 １ １ ｃ か ら 形 成 さ れ て い る

。 す な わ ち 、 こ の 金 属 底 版 １ １ ｃ は 排 水 枡 ４ の 底 版 ４ ｂ を 形 成 し て い る 。 上 面 開 放 箱 体 １

１ は コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 ４ ａ の 下 端 の 側 壁 の 幅 方 向 の 中 央 部 に 挿 着 可 能 な 大 き さ の 枠

径 を 有 す る 。 し か も 、 こ の 上 面 開 放 箱 体 １ １ の 金 属 底 版 １ １ ｃ の 大 き さ は 排 水 枡 ４ の コ ン

ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 外 周 部 の 大 き さ 、 す な わ ち 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 ４ ａ

の 外 周 の 大 き さ か ら な る 金 属 底 版 １ １ ｃ を 有 す る 。 し た が っ て 、 図 ７ の （ ｂ ） に 示 す コ ン

ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 厚 さ 方 向 の 中 間 に 挿 着 可 能 な 大 き さ の 金 属 板 ４ ｃ の 箱 枠 体

１ １ ｂ を 金 属 底 版 １ １ ｃ の 上 に 有 し て い る 。 こ の 箱 枠 体 １ １ ｂ を 有 す る 上 面 開 放 箱 体 １ １

の 形 成 方 法 は 、 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ を 各 筒 状 の 箱 枠 体 １ １ ｂ に 折 曲 げ て 枠 体 か ら

な る 側 板 ４ ｊ と し 、 そ の 側 板 ４ ｊ の 隅 を 溶 接 し て 箱 枠 体 １ １ ｂ と し 、 さ ら に こ の 箱 枠 体 １

１ ｂ の 下 部 端 部 に こ れ よ り 大 き な 金 属 底 版 １ １ ｃ を 溶 接 す る こ と で 、 は み 出 し 部 の あ る 底

を 有 す る 箱 体 に 形 成 し て い る 。 こ の よ う に 上 面 開 放 箱 体 １ １ は 、 図 ７ の （ ａ ） に 示 す よ う

に 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 全 面 を 下 部 か ら 支 持 す る 大 き さ か ら な る 、 は み 出

し 部 の あ る 金 属 底 版 １ １ ｃ か ら 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 上 面 開 放 箱 体 １ １ の 金 属 側

版 １ １ ａ を コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 壁 厚 さ 方 向 の 中 央 部 に 下 側 か ら 挿 着 係 合 し

て 排 水 枡 ４ に 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る と 、 排 水 枡 ４ の コ ン ク リ ー ト 製 の 側

壁 版 下 端 ４ ｋ に 対 す る 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 底 版 ４ ｂ の 一 体 化 は 、 図 ８ の

（ ａ ） に 示 す よ う に 、 金 属 底 版 １ １ ｃ の 端 を 上 方 に 折 り 曲 げ て 金 属 側 版 １ １ ａ に 形 成 し 、

互 い に 隣 接 の 金 属 側 版 １ １ ａ ど う し の 当 接 し た 隅 部 を 溶 接 し て 上 面 開 放 箱 体 １ １ に 形 成 し

た も の か ら な り 、 こ の 場 合 で は 、 底 版 １ １ ｃ に は 、 枠 体 １ １ ｂ か ら 外 側 に は み 出 し た 部 分

が 無 い 。 し た が っ て 、 図 ７ の 上 面 開 放 箱 体 １ １ の 形 態 と 異 な り 、 図 ８ の （ ｂ ） に 示 す よ う

に 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 幅 の 中 間 部 の 内 側 の 面 の み を 下 か ら 上 面 開 放 箱 体

１ １ の 金 属 底 版 １ １ ｃ で 支 持 し て 排 水 枡 ４ に 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る と 、 こ の 場 合 も 排 水 枡 ４ の コ ン ク リ

ー ト 製 の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ に 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 底 版 ４ ｂ を 一 体 化 し て 取

り つ け 排 水 枡 ４ に 形 成 し て い る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、 上 記 と 異 な り 、 底 版 ４ ｂ の 無 い 排

水 枡 ４ を プ レ キ ャ ス ト 製 と し 、 こ れ に 現 場 で 底 版 ４ ｂ を 設 け る も の で あ る 。 す な わ ち 、 図

９ に 示 す よ う に 、 底 版 ４ ｂ の 無 い 排 水 枡 ４ は 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 内 壁 面 側 寄 り の 下 端 周 囲 に

取 り 付 け 用 の ね じ ボ ル ト ４ ｍ の 頭 部 の 厚 さ 分 だ け 上 方 へ 凹 ん だ 窪 み ４ ｌ を 形 成 し て 有 し て

い る 。 こ の 排 水 枡 ４ の 側 壁 版 下 端 ４ ｋ の 窪 み ４ ｌ に 、 現 場 で 、 １ 枚 板 の 防 錆 処 理 を 施 し た

金 属 板 ４ ｃ を 取 り 付 け 、 ね じ ボ ル ト ４ ｍ で 窪 み ４ ｌ の コ ン ク リ ー ト と 一 体 化 す る 。 こ の た

め 窪 み ４ ｌ の コ ン ク リ ー ト 中 に は 予 め ね じ ボ ル ト ４ ｍ 取 付 用 の ア ン カ ー ４ ｎ を コ ン ク リ ー

ト を プ レ キ ャ ス ト す る 際 に 設 け て お く も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 排 水 処 理 施 設 を 設 け る 自 動 車 道 路 構 造 物 １ の 縦 壁 ７ 際 の 底 版 ２ は

コ ン ク リ ー ト 製 で あ る の で 、 そ の 上 に 設 置 す る 排 水 枡 ４ は こ の 底 版 ２ の コ ン ク リ ー ト で 支

承 さ れ る の で 強 度 は 維 持 さ れ る の で 、 変 形 例 と し て 、 １ 枚 板 の 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４

ｃ に 替 え て 、 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 や ポ リ カ ー ボ ネ ー ト な ど の 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板 ４ ｐ と す る

こ と も で き る 。 こ の 場 合 は 、 プ ラ ス チ ッ ク で あ る の で 防 錆 処 理 す る 必 要 は な い 。 な お 、 上

記 の ア ン カ ー ４ ｎ に ボ ル ト を 取 り つ け る と き に は 、 金 属 板 ４ ｃ あ る い は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク

板 ４ ｐ と 窪 み ４ ｌ の コ ン ク リ ー ト 面 と の 間 に は コ ー キ ン グ 剤 な ど の シ ー ル 剤 を 充 填 し て 防

水 を 図 る も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 さ ら に 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お け る 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ か ら な る 排 水 枡 ４ に 関

す る も の で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ ０ の （ ａ ） の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 こ の 防 錆

処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ は 、 金 属 板 ４ ｃ の 表 面 に 金 属 板 ４ ｃ の 金 属 よ り も イ オ ン 化 傾 向 の

大 き な す な わ ち 卑 な 金 属 か ら な る 浸 漬 メ ッ キ 層 ま た は 溶 射 層 で あ る 金 属 被 覆 層 ４ ｄ を 防 錆

処 理 層 と し て 形 成 し て 有 す る 。 こ の 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ を 金 属 底 版 １ １ ｃ と し て

有 す る 排 水 枡 ４ で あ る 。 こ の 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ は 、 例 え ば そ の 好 適 な 素 材 と し

て 、 金 属 板 ４ ｃ を 鋼 材 と す る と き 、 防 錆 処 理 層 と な る 金 属 被 覆 層 ４ ｄ の 素 材 は こ の 鋼 材 よ

り も 卑 な 金 属 で あ る 亜 鉛 と す る 。 こ の 金 属 被 覆 層 ４ ｄ で あ る 亜 鉛 の 防 錆 処 理 被 覆 層 の 形 成

は 、 亜 鉛 の ど ぶ 漬 け メ ッ キ あ る い は 亜 鉛 の 金 属 溶 射 か ら 形 成 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 は 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お け る 金 属 被 覆 層 ４ ｄ を 有 す

る 金 属 板 ４ ｃ は 、 図 １ ０ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 金 属 被 覆 層 ４ ｄ の 表 面 に さ ら に 塗 料

コ ー テ ィ ン グ 層 ４ ｅ を 形 成 し て い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 は 、 金 属 被 覆 層 ４ ｄ の 上

に さ ら に 塗 料 コ ー テ ィ ン グ 層 ４ ｅ を 有 す る 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ を 底 版 ４ ｂ に 有 す

る 排 水 枡 ４ で あ る 。 こ の よ う に 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ 上 に さ ら に 塗 料 コ ー テ ィ ン グ

層 ４ ｅ を 形 成 す る こ と で 、 こ の 金 属 板 ４ ｃ の 耐 久 性 が さ ら に 向 上 し た も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に お け る 排 水 枡 ４ は 、 そ の 底 版 ４ ｂ を 防 錆 処 理 を 施 し た

金 属 板 ４ ｃ か ら 形 成 し て い る 、 あ る い は 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板 ４ ｐ か ら 形 成 し て い る の で

、 上 記 し た コ ス ト の 削 減 の 他 に 、 従 来 の コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ４ ｂ に 耐 久 性 の 面 で 劣 る こ

と は な く 、 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 ４ ｃ の 金 属 被 覆 層 ４ ｄ の 上 に さ ら に 塗 料 コ ー テ ィ ン グ

層 ４ ｅ を 形 成 し た も の は 、 一 層 に 耐 久 性 に 優 れ た も の と な り 、 か つ 、 こ れ ら の 底 版 ４ ｂ は

い ず れ も 従 来 の コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 ４ ｂ に 比 し て 軽 量 で あ り 、 そ の 結 果 、 排 水 枡 ４ が 軽

量 化 さ れ 、 そ の 搬 送 お よ び 施 工 時 の ハ ン ド リ ン グ が 向 上 し 、 し た が っ て 、 施 工 を 容 易 に し

、 さ ら に ハ ン ド リ ン グ 時 の 事 故 の 発 生 を 減 少 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 路 面 排 水 施 設 を 有 す る ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 の 縦 断 面 図 で あ

る 。

【 図 ２ 】 側 溝 と 排 水 枡 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 蓋 版 に 間 欠 的 な 開 口 隙 間 と 連 続 部 を 有 す る 側 溝 と イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層 の 底

版 を 有 す る 排 水 枡 か ら な る 路 面 排 水 施 設 で 、 （ ａ ） は 一 部 を 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 蓋 版 に 連 続 的 な 開 口 隙 間 と 鉄 筋 を 有 す る 側 溝 と 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 か ら

な る 路 面 排 水 施 設 で 、 （ ａ ） は 一 部 を 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 を 設 置 し た ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造

物 の 一 部 の 縦 断 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 金 属 板 の 底 版 を 有 す る 排 水 枡 の 実 施 の 形 態 で 、 （ ａ ） は 金 属 板 製 の 上 面

解 放 箱 体 の 斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 の 側 壁 版 と 上 面 解 放 箱 体 の 接 合 状

態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 に お け る 他 の 実 施 の 形 態 で 、 （ ａ ） は 排 水 枡 の 金 属 板 製 の 上 面 解 放 箱 体 の

斜 視 図 で 、 （ ｂ ） は コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 の 側 壁 版 と の 接 合 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 に お け る さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 で 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 排 水 枡 の 側 壁 版 下 端

に ス ク リ ュ ー ボ ル ト で 接 合 し た 薄 板 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 防 錆 処 理 を 施 し た 金 属 板 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で 、 （ ａ ） は 金 属 板 の 両 面 に 金 属

被 覆 層 を 形 成 し た も の 、 （ ｂ ） は 金 属 被 覆 層 に さ ら に 塗 装 コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し た も の

で あ る 。

【 図 １ １ 】 従 来 の タ イ プ の 側 溝 ６ と 排 水 枡 ４ お よ び そ の 接 合 位 置 関 係 を 説 明 す る 縦 断 面 図

で 、 （ ａ ） は 側 溝 ６ 、 （ ｂ ） は 排 水 枡 ４ 、 （ ｃ ） は 排 水 枡 ４ と 側 溝 ６ の 接 合 位 置 関 係 を 示
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す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 管 理 要 領 の 基 準 に 基 づ く 排 水 枡 を 設 置 し た ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 の

一 部 の 縦 断 面 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 底 版 の 高 さ を コ ン ト ロ ー ル し な い も の で 、 （ ｂ ） は 保

護 路 肩 の 側 部 に 側 溝 を 形 成 し た も の で あ る 。

【 図 １ ３ 】 従 来 の ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 の 断 面 図 で 、 路 面 排 水 施 設 を 斜 視 図 で

示 す 。

【 図 １ ４ 】 従 来 の 排 水 枡 を 設 置 し た ボ ッ ク ス 構 造 の 自 動 車 道 路 構 造 物 の 一 部 の 排 水 設 備 の

縦 断 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 １ 　 自 動 車 道 路 構 造 物

　 ２ 　 底 版

　 ３ 　 表 面 高 さ

　 ４ 　 排 水 枡

　 ４ ａ 　 側 壁 版

　 ４ ｂ 　 底 版

　 ４ ｃ 　 金 属 板

　 ４ ｄ 　 金 属 被 覆 層

　 ４ ｅ 　 塗 料 コ ー テ ィ ン グ 層

　 ４ ｆ 　 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板

　 ４ ｇ 　 イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 層

　 ４ ｈ 　 蓋 体

　 ４ ｉ 　 上 面 開 放 箱 体

　 ４ ｊ 　 側 板

　 ４ ｋ 　 側 壁 版 下 端

　 ４ ｌ 　 窪 み

　 ４ ｍ 　 ね じ ボ ル ト

　 ４ ｎ 　 ア ン カ ー

　 ４ ｐ 　 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 板

　 ５ 　 舗 装

　 ６ 　 側 溝

　 ６ ａ 　 側 壁 版

　 ６ ｂ 　 底 版

　 ６ ｃ 　 蓋 版

　 ６ ｄ 　 開 口 隙 間

　 ６ ｅ 　 連 続 部

　 ６ ｆ 　 鉄 筋

　 ７ 　 縦 壁

　 ８ 　 保 護 路 肩

　 ９ 　 歩 道

　 １ ０ 　 高 機 能 舗 装 面

　 １ １ 　 上 面 開 放 箱 体

　 １ １ ａ 　 金 属 側 版

　 １ １ ｂ 　 箱 枠 体

　 １ １ ｃ 　 金 属 底 版

　 Ｈ 　 排 水 枡 高 さ

　 Ｈ ０ 　 側 溝 上 面 厚 さ

　 Ｈ １ 　 排 水 部 縦 断 面 高 さ

　 Ｈ ２ 　 泥 だ め 部 高 さ

　 Ｈ ３ 　 排 水 枡 底 版 厚 さ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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